
4 1

2 1

Start No. Start No.

✔ 1 1

✔ 3 ✔ 2

✔ 4 ✔ 3

✔ 5 ✔ 5

15 6 18 6

✔ 7 18 7

55 8 30 8

✔ 9 ✔ 9

✔ 10 ✔ 10

✔ 12 ✔ 11

27 13 19 12

11 15 ✔ 15

13 16 ✔ 16

✔ 17 17

18 11 18

4 19 ✔ 19

✔ 20 ✔ 20

✔ 22 ✔ 32

Country Min Action Country Min Action

JPN 4 FG

CHN 10 PC

JPN 12 FG

JPN 37 PC

JPN 68 FG

3,/7 1

1,/1 2

次戦（第3戦）　11月7日（木） 18：30  ～　日本 対 インド 記載責任者：マネージャー　前田夏希
校閲：女子監督　　柳　承辰

柴田　あかね 4-1

3-1大塚　志穂

JIN JING

YUAN MENG

G62

野村　香奈

新井　麻月

永井　友理

田中　泉樹

西村　綾加

CONG ZENGYU

HAO WEIJIA（C） Y27

LI JIAQI

YAO LILI

新井　麻月

GU BINGFENG 1-1

2-1

LV XIN

ZHAO XIA G19

LIANG XUE

LIU LINA

永井　葉月

中川未由希（Ｃ）

BA LISHA

LI  DONGXUE

ZHONG MENGLING

G59

Card

- CHINA

大田　昭子

三橋　亜記

小野真由美

Name

坂井　志帆

真野　由佳梨

大家　涼子（GK)

Country

YE JIAO（GK）

日本

JAPAN

-

Name

Full Time

Half Time

3rd Asian Champions Trophy
日    付 2013年11 月4日 14:00～15:30

TANG WANLI

Country RESULT

中国

Card

場　　所 晴れ天      候日本／各務原
第２戦 日本　２勝　試    合 通算結果

眞鍋　敬子

YU YARAN（GK）

GU BINGFENG

柴田　あかね

及川　栞 LIU MENG

UMPIRE Kang Hyun Young（KOR） UMPIRE Suman Chumbak（IND）

監督 柳　承辰 監督 WENG HAIQIN

新井　麻月 1-0

Name Score Name Score

日本
シュート数

中国
PC数

大塚　志穂

吉川　由華（GK）

アジアチャンピオンズトロフィーの第２戦目は、世界ランキング７位の中国との対戦である。
（前半）
日本のセンターパスにより試合は開始された。日本は立ち上がりから相手陣地に攻めあがる。開始４分、大塚が右のロングコーナーからリバースヒットでサークルインさせ
たボールを新井がレシーブし、ヒットシュート。それが右下に決まり、先制点をあげる。日本はコートを大きく使い、ミッドフィルダー中心にゲームコントロールをしながら速い
パス回しを展開をする。徐々にボール支配率を高め、優位にゲームを進めていた日本だが、１０分、１回目にサークルインされたボールが中国にＰＣを与え、ドラッグフリッ
クシュートを左下に決められ、失点。しかし、その２分後に小野のロングスクープをサークル内で受けた新井がチャンスをしっかりと決め、追加点をあげる。その後はしばらく
中盤での攻防が続く。優位にゲーム展開するものの有効的なサークルエントリーがないまま２－１で前半を折り返した。
（後半）
後半は右サイドと左サイドで攻撃パターンに変化を加え、試合に臨む。後半開始早々、日本はハイプレスで相手のディフェンダーにプレッシャーをかけ、インターセプトから
反則を取り、ＰＣを取得。小野のバントヒットのバリエーションに大塚がリバースタッチで合わせ、３点目を決めた。続けて攻撃のテンポを緩めず、相手陣内に押し込む。４５
分には相手のＧＫとの１対１のチャンスがあったが決めきれず。４９分には相手のカウンター攻撃により中国にＰＣを与える。しかし、一番騎の三橋がドラッグフリックシュート
を上手く読みスティックでブロックし、得点を許さない。残り５分、中国に対し、最後にチーム全体で集中力をあげ、攻撃のテンポをつかむ日本は猛攻をしかける。右サイドで
のフルプレスから２列目の中川が相手のクリアボールをインターセプトし、素早く前方のサークルトップの柴田へ正確なヒットで繋ぐと、フリーで受けた柴田はＧＫと１対１にな
り、プッシュシュートで落ち着いて決め、４点目をあげた。試合終了まで相手の２３Ｍ内でのプレーが続いたが、そこで試合は終了。日本は４－１で中国を破った。この勝利に
より、日本は勝ち点６に伸ばし、残り予選を１試合残すものの、決勝戦に進むことが決まった。


